
導入―GNHを体現する国

「ブータンを本当に幸福な国だと
思うか？」。経済的に困難な生活を
送る人々のもとを訪れながら農村地
域を周っていた私に、インタビュー
調査の行程を共にしたパートナーの
通訳者が何度も尋ねてきた言葉であ
る。これに対して自分は、相手から
期待されている「ブータンは決して幸
福な国ではない」という返答をオウ
ム返しのようにするのが悔しくて、

「ブータンは幸福の達成を目指してい
る国だ」と答えていた（実際には、
直接的に問いに答えることを避けて
いた）。しかし、今思い返してみる
と、もう少しましな
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答え方ができた
のではないか、と感じている。

ブータンと聞くと「GNH」を達

成している国、という想像をする人
もいるかもしれない。しかし、自分
は「幸福を達成した国
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」であるとは
決して思っていない。それは、 1 つ
にはブータンの経済状況はとても厳
しく、2012年時点の 1 人あたりの名
目GDPは約3,000ドルと日本の15分の
1 程度であり、世界の中でも後発開
発途上国（最貧国）の部類に入るこ
と、また人口の25%程度は貧困基準

（ 1 日あたりの収入が 2 ドル未満）以
下の水準で生活をしていることがあ
る。ブータン人を取り巻く生活環境
はあくまでも発展途上であり、衣食
住整った生活環境の下で暮らしてい
る私たちが物質的観点から
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「幸福な
国」であるとは決して言える状況に
はない。

そしてもう 1 つは、そもそも幸福
が達成されるということがブータン
という国家にとって大切なのではな
い、ということからくる。つまり、
幸福を「達成する
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」ことは欧米社会
には適合的な方策ではあるかもしれ
ないが、ブータン
における幸福とは
方向性の軸を異に
するものであると
考えている。

ブータンは、幸
福という多様性に
富むものを捉え、
それを達成しよう
としているのでは
ない。そうではな
く、特定の形を持
たないが故に常に
変容する幸福と真
摯に向き合い、そ
のバランスを折々

に整えようとしている。また、その
折々の診断をする主体は必ずしも政
府の「頭」ではなく、ブータン国民
の「こころ」である。その意味で、
ブータンは「GNHを体現する国」
という方がより適切な記述であるよ
うに思う。これが、文頭で「もう少
しましな
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答え方ができたのではない
か」と記したことの 1 つの表現であ
る。

本稿では、このブータンにおいて
体現される幸福に少しでも接近する
ために、ブータン国家におけるGNH

政策の概念的な意味と方策を少し踏
み込んで概観した上で、ブータン国
民 1 人 1 人とコミュニティという集
団の双方が体現する幸福の姿につい
て、自分の今回のブータン訪問の体
験を基に記述してみたい。

GNHの総体―概念と実在

1976年に第 4 代国王が「GNP（国
民総生産）より大切なのはGNH（国
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民総幸福）」と発言したことに見ら
れるように、ブータンは「国民総幸
福（GNH）」という開発哲学を持っ
た国家である。

このブータンの開発哲学は、あく
までも国家主導の哲学であって、国
民の中に根付いたものではないので
はないか、と思う人もいるだろう。
実際に、今回の訪問に際しても「も
ちろんGNHは知っているけど、実
感として感じられない」という言葉
や、特に東部地域ではGNHに興味
はないという意見も聞かれた。

しかし、たとえ哲学としてのGNH
3 3 3 3 3 3 3 3 3

が国民の間に浸透していなくても、
それはブータンがGNH国家でない
ことを意味しない。つまり、ブータン
のGNH政策には、無意識のうちに
も国民の幸福を実現する「仕組み」、
すなわち幸福を反映させるフィード
バック機能が不完全ながらも内在化
している。ここに、ブータンのGNH

政策の肝がある。
ブータン政府は、数年に 1 度のペ

ースで無作為抽出された国民を対象
として行われるインタビュー形式の
質問紙調査（GNH調査）を実施し
ている。GNH調査の重要なポイン
トを挙げると、指標の重点や基準を
GDP（経済指標）等のいずれか 1 つ
に置くのではなく、幸福に必要な要
素の「バランス」を診断し、個人・
地域・時代によって異なるそのバラ

ンスを将来に生かすことができる仕
組みとなっている。

そして、その仕組みは、決して幸
福度を「高める」ことに執着してい
るわけではなく、時代時代にあった
バランスを整える国民の「見えざる
手」を指針として政策に生かしてい
くという姿勢の下に成立している1。

このように、ブータンのGNHは、
国家のリーダーの頭の中に存在する

「概念」であると同時に、国民 1 人
1 人に根付く「実体」を反映させる
仕組みが備わった「総体」である。
よって、このGNHの総体を捉える
ためには、ブータン国家の上層部の
GNH哲学だけでなく、 1 人 1 人の
国民の生活を捉える必要がある。そ
こで本稿では続いて、今回の訪問で
垣間見ることができた人々の生活の
実体を報告した上で、そこから浮か
び上がる地域発展の在り方を考察す
る。

調査概要

今回のブータン訪問は、日本の国
際協力機構（JICA）が主導して行っ
ているプロジェクトの一環として行
われた調査研究「幸福度からみた開
発政策再考に関する調査研究」に調
査者として同行することで実現した
ものである。その目的は、途上国で
は欧米と違った多様な価値観をも体

現しているであろうことを仮定し、
途上国に住む住民の声に耳を傾ける
ことによって、１）途上国における
幸福感の定義、２）途上国における
幸福度に影響を与える要素の因果関
係の 2 つを明らかすることを目的と
したものである。これまでにタイ、
インド、フィリピンで同様の調査が
行われ、その結果から、幸福という
ものを開発政策に加味することの意
義を検討・応用することを目指して
いる2。

本調査の特徴として、個人をベー
スとして調査者を無作為にサンプリ
ングするのではなく、地域を単位と
してサンプリングすることで幸福の
地域性を描き出そうとしている点が
ある。今回の調査で訪問したのは、
大きく表に記載された西部・南部・
中部・東部に位置する 6 つのGewog

（農村ブロック）および 2 つのTown

（街）である。ここでGewogとは、
ブータンの都道府県単位の地域に相
当するDzongkhagの下位に位置し、
ブータン全域で205存在する地域単
位である。国民約70万人、面積は九
州よりもやや小さい小国であるブー
タンの中で、 1 つのGewog当たりの
人口および面積はそれぞれ4,500人、
250km 2程度であり、日本における昭
和の市町村合併前の旧村単位の地域
に相当すると考えてよいであろう。
これら 8 つの地域それぞれの中から
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特定のサンプリング手法を用いて合
計28人の住民を選定し、ブータン国
内の様々な言語を話すことができる
通訳者を介して、質問紙を用いたイ
ンタビュー調査を行った。なお、今
回の調査全体では、100人を対象とし
たインタビューを実施し、全体を通
してブータン各地に居住する人々の
生活の実態を明らかにすることを目
的とした。

平安としての幸福

急峻な山々に囲まれた山岳国ブー
タン、この国を訪れるのはこれで 2

回目であるが、遠目から見ると棚田
が織りなす景観が深遠でとても美し
い。しかし、ブータンの地域を周っ
てみてまず思うことは、この外の目
から見て美しい
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景観を織りなしてい
るのは、地に足をついて生活を営む
人々の 1 つ 1 つの活動ということで
ある。そして、それは必ずしも効率
的で楽なわけではなく、物理的に非
常に困難な状況の中で人々は日々生
活を送っている。

今回、ブータンの様々な地域を周
ってみて、イノシシ、サル、ゾウな
どの「野生動物」による獣害に備え
るため、24時間の交代制で物見小屋
から畑の様子を見守る人々、夫が盲
目で経済的に貧しく、子どものうち
1 人が僧侶となり、 1 人を近所の人
の家に預けているという女性、職を
得るために様々なトレーニング（IT, 

コンピュータなど）を受けたが家族
の地位により職を得られなかったと

いう青年など、重
大な問題に直面し
ながら生活を送っ
ている人は少なく
なかった。

そのような生活
の下で、ブータン
人の幸福度は決し
て高いわけではな
い。実際に、今回

のインタビューにおいて10点満点の
幸福度を住民に尋ねたところ、その
点数は欧米諸国さらには日本のそれ
と比べても低いものであった。しか
し、それはブータン人が幸福でない
ことを意味するのではない。インタ
ビューにおいては、現在の自分の幸
福度だけでなく、理想の幸福度も尋
ねられた。その結果、理想の幸福度
は現在の幸福度を少し上回った程度
であった。ここから、欧米諸国にお
ける限りなく10点（満点）に近づく
方が幸福である、という常識とは明
らかに質の異なる幸福観が、ブータ
ン人には抱かれていることが分かる。
このことは、理想と比べた際の現在
の幸福度という観点から見れば、欧
米社会よりもブータンの方が幸福で
あると言うことができることを意味
する。ただし、ここで強調したいこ
とは定量的な幸福度
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ではなく、むし
ろ幸福という概念に内包された文化
的な特質である。つまり、ブータン
人にとって幸福とは、一過性のポジ
ティブな感情としての “Happiness” と
は異なり、ポジティブさもネガティ
ブさも包含した上での長期的視点か
ら捉えた温和な満足（平安）に近い
概念である。

この「平安」を考える際に、ブー
タンの幸福においては、経済をはじ
めとした 1 つの要素のみにとらわれ
るのではなく、要素間の「バランス」
が重要であるとされることが重要な
意味を持つ。そしてこのことの根幹
には、幸福だけを追求する（幸福至
上主義になる）と、逆に幸福は得ら

れない、という相反性がある。つま
り、ブータン人にとって、幸福を自
らがいかに欲を持って達成しようと
しても、それは「平安」としての幸
福から遠ざける一方である、という
ジレンマを持つ。逆に、自分の意志
とは離れたところで望みなく自然と
幸福に対する必要条件が満たさせれ
ば、初めて幸福に対する十分条件の
1 要素になる。ここに、欧米の「幸
福の達成モデル」とは異なる幸福享
受のシステムが存在する。

関係性・集合性に基づいた幸福

近年ブータンにおいても、グロー
バル化に伴い資本主義的な精神や制
度が流入し、自他の区別に基づいて
その相対的な優位を追求する競争が
生じている。そして、「都市̶農村」

「西部̶東部」をはじめとした様々な
地域間の経済格差が拡大している。
しかし、地域内格差に目を向けてみ
ると、地域間格差ほど深刻ではない
ように感じられる。

今回ブータンの地域を周ってみ
て、 1 つの家の農作業を村の皆が手
伝う代わりに昼食が振る舞われてい
る状況や、村の皆が 1 つの家に集ま
って農作物の加工をしている状況、
さらには村総出で葬式を挙げている
状況に何度も出くわした。またイン
タビューでは、ティンプーで良い職
が得られずに出身の村に帰ってきた
若者数人に話を聞いたのだが、彼ら
にとっては、単に経済的に貧しくな
るということよりも、「親に申し訳な
い」「仕事を得られずに村に帰ってく
ると、村人からの目が恥ずかしい」
ということの方が心理的に辛い、と
いうことであった。さらに、「家族が
幸せなときは自分も幸せ」という回
答がインタビュー中に何度も聞かれ
たように、ブータン人にとって、自
分 1 人だけ幸福になるということは
考えにくい。つまり、ブータンにお
ける幸福の根幹には、幸福を構成す
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表　今回訪問した地域と使用言語の概略

Gewog (Town) Dzongkhag 地域 使用言語
Chubu Punaka 西部 Dzongkha
Drujegang Dagana 西部 Dzongkha
Gakidling (Hilly) Sarpang 南部 Nepali
Nubi Trongsa 中部 Mangdup
Chokor Bumthang 中部 Bumtap
Mongar Mongar 東部 Sharchop
Wangdue town　 Wangdue Phodrang 西部 Dzongkha
Dangchu Wangdue Phodrang 西部 Dzongkha
注）地域は訪問順に記載 



る要素間のバランスのみではなく、
無意識的にも家族や親せき友人、近
隣住民との人関関係におけるバラン
スがあり、ここに地域間の格差は生
じても地域内の格差は生じにくい仕
組みが内包されているように思われ
る。そして、このブータン人にとっ
ての「関係性」に基づいた幸福は、
個々人を単位として形作られている
ものではなく、人々の間の集合体と
して実在する集合的な幸福としてコ
ミュニティ全体で成り立っているも
のである。

結び―主体の重層性に基づいた 
幸福

人々の中に形成された幸福は、自
らに染みついた経験の下で帰納的に
形成されてきたもので、その多様性
ゆえに、決して演繹的に政府や他人
から押し付けられるものではない。
しかし同時に幸福は、今回概観した
ブータンにおける幸福の特徴に見ら
れるように、文化固有の集合的な性
質を持つことも確かである。これら
多様性と集合性は、ともすると相反
するもののように感じられる。しか
し、それは幸福が保持される主体が
個人におかれるか、あるいは集団に
おかれるか、という主体の境界の定
め方に帰着するに過ぎず、実際には
必ずしも相反することはない重層的
なものである。つまり、幸福は本来
的に個人性と集団性の双方を包含し
たものである。

現在、グローバル化の下で広がり
を見せる資本主義経済の影響を受け
て、ブータン社会においてばかりで
なく日本社会においても、個人主義
化、自己完結志向の増大が生じる仕
組みが社会に埋め込まれている。し
かし、日本でも伝統的に村落に根付
く個人を超えた主体としての「イエ」
や「ムラ」、さらにはその主体性の基
盤となる「ユイ」「モヤイ」「テツダ
イ」といった相互扶助関係が築かれ

てきたことも確かで
ある。

これら主体の集
合性や相互扶助関
係は、ともすれば

「絆
きずな

」ではなく「絆
ほだ

し」として、個人の
自由や効率性を縛る
足かせにもなり得
る。しかし、そもそ
も人は個人で独立し
て存在しうるもので
あるのか？というこ
とを考えると、独立
した個人に基づいた
ヨーロッパ系アメリ
カ人でさえ、個人は
独立しているという
認識が共有された文
化環境との相互作用
の下で成り立つ集合
的な存在なのであっ
て、個人を唯一の主
体の単位と認識する
こと自体が不適切で
ある。このような中
で、北米社会を代表として突き進ん
できた個人の重要性のみを強調する
社会が限界を迎えていることは確か
である。意識的に主体の単位を個人
に限定するところに「幸福」をはじ
めとする社会病理、さらには「環境
問題」をはじめとする生態病理が生
じていると思わざるを得ない。

人は個としての色を持ちつつ、同
時にその特色が周囲と調和するため
の地の色も持っている。そのような
中で、ブータンは個人と社会（政府
およびコミュニティ）の双方で「個
人主義」「集団主義」のいずれも偏重
しない柔軟な「バランス感覚」を有
していた。そして、そのバランス感
覚の要となる人と人との間柄に応じ
た人間
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関係（≠独立した個人を単位
とした社会関係）を保持していた。
現在、人々の内界と外界それぞれの
領域における問題とされている幸福

と環境に関する問題が同時に表面化
する中で、ウチとソトの 2 分化を超
えてこれら重層的な人間の問題の本
質に迫ることが、まず踏み出すべき
第一歩であるように思う。

注
1　現在はあくまでも政府が定めた幸福
を構成する要素に照らして人々が幸福
であるかを「判断」するものである。
本来的には、人々の幸福を規定してい
る「因子」とその変化をその都度モニ
タリングし、指標に反映させていく必
要がある。
2　調査の概略は、次のURLを参照され
たい： http://jica-ri.jica.go.jp/docs/%E6%9C%A

C%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%AE%E7

%8B%99%E3%81%84%EF%BC%88%E5%B9%B

8%E7%A6%8F%E5%BA%A6%EF%BC%89.pdf

3　この知見は、あくまでも自分が対象
とした28人から得られた結果の推計で
あって、本調査全体の100人から得られ
た正式な結果は、JICA研究所から公表
される予定であることに注意されたい。
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